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旭川市立日章小学校             授業日：平成２９年１０月１９日（水）５校時 

学年 教科 主題名 資料名 児童 指導者 

3・4
年 

道徳科 
「友情，信頼」 
B ９ 規則の尊重 

大きな絵はがき 
（文溪堂） 

３・４年 

仁組・誠組 

１９名 

山澤 佳浩 

米澤 徳之 

山腋 敏弘 

 

 

 

 

 本時のねらい  
 
 
 
 
 
 本時の指導について  
 自分にとって都合の悪いことでも受け止めてくれる人こそが本当の友達であるという価値に
気付かせたい。そのために，ネームプレートを使って，自分の立場を明らかにした上で，判断の
理由について話し合い，本当の友達とは，どんな人なのか考えさせたい。 
 
 子供の深い学びの姿  
 楽しく遊んだり，仲良くしたりすることだけが友達ではなく，本当に相手のことを考えた時に
は伝えにくいことや厳しいことも言わなければならないことに気付き，友達としてどのような行
動をとることがよいことなのかを考える姿。 

登場人物の行動から，自分ならどう行動するかを考え，様々な考え方を比較，検討する

ことを通して，「友達とよりよく生活する」ために必要な判断力を養う。 

 児童の実態  
 事前アンケートの結果，仲のよい友達

にどんなことも伝えられると答えた子は

６人，伝えられないと答えた子は１１人。

友達に言いにくいことはなかなか伝えら

れない実態があることがわかった。友達

に嫌われないために，言いにくいことを

言えないのでは，仲間集団の中で正しく

ないことがまかり通ってしまうことも考

えられる。居心地のよさだけに目が行き，

互いに信頼しているからこその友情に気

付いていないことがわかる。 

 ねらいとする価値  
 指導に当たっては，この段階の児童が気の合う

友達同士で仲間集団をつくる傾向が見られるため,
誰に対しても真心をもって接する態度を育てるよ

うにすることが特に重要である。人に頼むときや

失敗して謝るときなど人との関わりを通して，真

心は相手に態度で示すことができることに気付か

せることもできる。また，家庭や地域社会での日

常の挨拶，学習や給食の際の態度，校外学習など

見学先での振る舞いなどについて考えさせること

も大切である。 

 資料について  
 転校した仲よしの正子さんからの手紙が料金不足だったことを兄には「料金が不足していたこ
とを教えてあげた方がいい」と言われ，母からは「お礼だけ言っておいたほうがいいかもしれな
いね」と言われ，悩む広子。仲のよい友達だからこそ，どうしたらいいのか迷った末に，「正子さ
んならきっとわかってくれる」と伝えることを選択する広子。表面上の仲のよさだけでなく，伝
えにくいことも伝えられることが友情のよさであることを感じさせる資料である。
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(1)ねらい 

登場人物の行動から，自分ならどう行動するかを考えることを通して，「友達とよりよく生活

する」ための判断力を養う。 

        
(2)展 開                   *一単位時間レベルＢ－②【対話重視】  

 教師の働き掛け（○主な発問） 予想される児童の心の動き 

・指導上の留意点
◆評価の視点 
＊思考を活性化させるアクティブ化 

ポイント 
道
徳
的
価
値
へ
の
方
向
付
け
５ 
分 
 
 
 
 
 
 
 
道
徳
的
価
値
の
追
求
・
把
握 
２
５ 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 友達について発表する。 
 
○友達ってどういう人のことです

か。 
  
 
２ 本時の課題を確認し，本時に

考えることを明確にする。 
 
 
 
 
 
 
３ 資料「大きな絵はがき」を読

んで，友達について考える。 
○広子さんは，どんなことで迷っ

ていたのでしょうか。（資料に
ついて問う） 

 
 
○広子さんはどうすることにしま

したか。 
 
○そんな広子さんの行動をどう思

いますか。 
 
 
 
 
◎道徳の答えは一つではありませ

ん。みなさんが広子さんだった
らどうしますか。（自分ごとと
して行動を問う） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
・仲良しの人。遊んでくれる人 
・信頼している人。心が通じ合

っている人。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・料金が足りないことを伝えよ

うかどうか迷っていた。 
・手紙に足りないことを書くか

書かないか迷っていた。 
 

・知らせることにした。 
 
・いいと思う。 
・いいけど，他の方法もあったの

ではないか。 
・教えない方がよかったと思う 
 
 
【伝えない】 
○仲がいい友達だからがまんす

る。 
○伝えたら友達じゃなくなるか

も。 
【伝える】 
○まちがっていることはきちん

と伝えないとだめ。 
○友達だからこそ伝える。 
【その他】 
○１回目は伝えないで何度か続

いたら教える。 
○同じような手紙を送って，料

金が足りないことに気付いて
もらう。 

 

・事前アンケート

の活用 
・仲がよい，一緒に

遊んでくれると
いうものから，
信頼している，
心が通じ合って
いるなど様々な
意見を出してお
く。 

 
 
 
・教材は前日に配

付し，読ませて
おく。切手の値
段や定形外郵便
については，総
合の学習の時間
に指導済み。教
師が範読する。 

・正子と広子，お兄
ちゃんとお母さ
んのイラストを
使い，資料の人
間関係をわかり
やすくする。 

・仲が良い友達だ
からこそ悩んで
いることを確認
する。 

 
＊理由を確認した

後に，立場の違う
考えについて質
問したり，意見を
言ったりすること
を通して，それぞ
れの行為の理由
や価値について
深めていく。 

 
 
 
 
 

友達について考えよう 

本時の学習 

－１８－ 
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道
徳
的
価
値
の
内
面
化
１
０
分 
 
実
践
へ
の
意
欲
化
５
分 

４ 役割演技をして比較する。 
 

○今から，先生が広子さんになっ

てセリフを言います。みなさん

は，それにどう答えるかを考え

てください。 

【広子のセリフ】 

「お手紙ありがとう。でも，はが

きが大きいときは，切手の値段

が違うから，今度から気を付け

てね。」 
 
５ 友情を大切にして 行動する

ときに大事なことは何か考える 
 
○今日の話し合いをして，自分に

とって本当の友達とは，どんな
人のことだと思いましたか。
（課題について問う） 

 
 
 
 
 
 
 
６ 教師の説話を聞く。 
 
○「本当の友達って」という詩を

紹介する。 
 
 
７ 授業の振り返りをする。 

 
 
 
・えっ，そうだったの。今度から

気を付けるね。 
→「友達じゃなくなっちゃった

かな？」 
・せっかく絵はがき送ったのに。

もう送らないね。 
→「これって，友達かな？」 
・教えてくれてありがとう。迷惑

掛けてごめんね。 
→「友達じゃなくなっちゃった

かな？」 
 
・言いにくいことも言える信頼

し合っている人 
・お互いのよさをわかっている

人 
・なんでも話し合える人 
△仲がいい人，遊んでくれる人 
→事前アンケートと変化なし 
 
 
 
 
 
 
 
・友達は，楽しいだけでは無く，

苦しいことやつらいことも一
緒に乗りこえていける人のこ
となんだね。 

 
 
 
＊役割演技を取り

入 れ ， 自 分 が 正
子だったら，正直
に伝えた広子に
なんて答えるかを
体験させ，仲のい
い友達ならなんと
答えるか考えさせ
る。 

 
 
 
◆事前アンケート

と話し合い後の
意見を比べ，友
達としてどのよ
うな行動がより
よいについて考
えている。 
（発言，道徳ノ

ート） 
 
 
 
 
◆授業を通して改

めてわかったこ
とや自分にはな
かった考え，こ
の部分が難しか
ったことなどに
ついて記述して
いる。 
（道徳ノート） 

 
(3)板書計画 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

楽しいことも言いにくいこともどちらも言える信頼し合っている関係が本当の友達。 

友
達
っ
て
ど
ん
な
人 

○
仲
良
し 

○
遊
ん
で
く
れ
る
人 

○
心
が
通
じ
合
っ
て
い
る
存
在 

（
課
題
）
友
達
に
つ
い
て
考
え
よ
う 

伝えない 

・嫌な思いをさせてしまう 
・怒らせちゃうかも 

※伝えたら 
↓ 

友達じゃなくなる？ 

 

伝える 

・きっとわかってくれる 
・これからもまちがえてい

たら正子さんが困っちゃう 
・伝えても大丈夫，信じてる 

↓ 
友達だからこそ？ 

正子さん 

お兄ちゃん お母さん 

伝えなくて 

いいかも 

教えて 

あげた方が 

いいよ 

広子さん 

友達 
だから… 信頼 

どちらが本当の友達かな？ 

－１９－ 



 

 


